
 

 

                 （２０１１年８月号） 

 

２０１１年８月２０日（土） １３：３０～１６：３０  

●基本をマスターすることとは？ 
８月の新けん玉学校、夏休みが終わったかどうか微妙な土曜日。 

今日も満員札止めで、大ホールがいっぱいになりました。 

家族みんなでけん玉に熱中する。 

幸せなことではなかろーか、こういう時間。そう思います。 

 

けん玉というもの、ただの木のおもちゃですが、同時にスポーツであり、 

競技であり、それに日本の武道である！！ 

と声を大きくして言うと変な人だと思われるのですが、ほんとにそう 

思ってますよ。 

それだけのものが、けん玉にはある！！ 

のですから。たぶん。 

 

今日は認定試験の日でした。 

けん玉に級や段がある。いいことですね。これが目標や励みになるし。 

また合格したときの達成感が得られたり、失敗したときの挫折感も 

同時に味わえます。 

 

この失敗の経験が、人を成長させるのですよ。 

たぶん。 

 

今日は富山県から３名の方が訪ねて来ました。 

実は５月に呼んでくれまして私、富山けん玉まで行って来ました。 

県外でもこういう交流ができて、嬉しいことですね。 

 

２名が二段に挑戦。せっかくだから合格して帰ってもらいたい。 

なのでいろいろとアドバイスしました。しかし撃沈・・。 

 

ゆっくりと、やわらかく。 

 

すべての技の基本で、これをマスターしないと上達できません。 

そのコツは、「ひざ」と「ひじ」にあります。つまり・・ 

 

スペース無くなりました、また来月に。 （三石） 

 


